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空間占拠とコミューンの思想
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　過去２，３年にわたる時代のなかで，鋭く追及

され，否定さるべき対象として措定されたのは，

他ならぬ「既成」の共同体であった。資本制分業

生産様式のその過程に於て，イテ｀オロギイとして，

かかる体制を維持し、包摂してきた「幻想として

の国家」であり，「幻想としての大学」であり，

これら「幻想にしかすぎぬ共同体」であった。

　そして，かかる諸々の共同体の崩壊過程をすで

に過去の遺物として彼方に迫いやった我々は，今

日，新たな政治の季節を厄えんとしている｡だが，

すぐれて政治過程の課題･として，思想的，物理的

にトータルな形で，いわば階級対立の一肩の激化

せんとしている現在，はたして，これを強く支え

る思想過程に於けるところの原初的なエネルギイ

となり、そして不断の拡大再生産を保証しうるだ

けの「共同体」を、あるいは「共同体理念」をも

構築しえただろうか。　ここで我々は，すでに語ら

れることの少なくなった「占拠空問一共同体＝コ

ミューンの形成」過程を，再度把捉してゆく必要

がある｡切迫しつつある過渡期社会内部に於ける階

級情勢。その政治革命レヴェルに正しく裏付け乙

れ，認識論，意志論，そして権力論の視点をも取

りこんだコミューンの構造を明ごかにし，形成を

急ぐ必要がある。かかる認識にもとずくコミュー

ンとは、たとえば，数午におよよ全共闘運動に象

徴される思想過程を、止揚する媒介として足､ﾝﾐせ

んれるだろう。「直接尺土主義形態」，あるいは

　「自性管理思想．として諸頴誠におよよ権力体系

を弾劾し、一足程度の運動をぐ撹ヽ大学一丁ﾄ礼溝座》

運動として労働拡学生，市民社会内部に鋭く見

出し、形成しえた《コミューンこ共同体》現今は，

しかし々がこ昨年に於けるフ）レジョア田家体制の

熾烈々攻勢の前に新た々る疑問を提起せダるを得

なくしている。かかる根底には，権力奪取として

の政治.軋笥闘争と同時平行的に運動を展開してき

た《漢人常一白土講座》運動が，その社会竹硲的

思想を払抗、lll揚しきれぬまま､《コミューンこ共

同体》片恋を即自的に取り込んでさ仏　という一

点の限利生を所有しているかへであろう。

　今日に至るまで，資本れ義的生産様式の見脈過

程に於ける権力形態の分化，有機的結介、即ち
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《政治－イテ｀オロギイ傾城》に《経済的傾城》に

と，諸傾城に於て権力構造を複雑に呈してきた国

家体系に，階級関係レヴェルで我々が立ち向かう

時，これらの権力構造の明確な認識にもとずかし

て，一一切の運動，闘争は確立しえないと考える。

すなわち，我々の今，提起しなければならぬ問題

とは，占拠空問，コミューンの理念を，明確に国

家体系の下における理念こ国家意志，政治傾城，

経済的傾誠における権力構造の認識の上に椙定立

せしめなければならぬ事に他心万々い。ここに階

級意志に強く支えられた占拠の空問，コミューン

こ共同体の開花，存在が保証されるということに

他なjjない。学館運営委員会は，かかる認識の下

に，すべてのサークル員，闘争委員会の諸君と、

新たな空問を削出してゆくことを約束する。
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